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要       約 

CPUEの長期的な推移から、太平洋北部のキチジの資源水準が低位にあることは明らか
である。また、資源量推定値が 2000 年以降連続して増加し、近年の加入状況も良いこと
から判断して、資源の動向は増加傾向と考えられる。本報告では、漁獲を抑えることによ

り資源量の増加を阻害させないことを資源管理目標とした。管理基準値は、ABC算定のた
めの基本規則（ルール）（平成 16年度）の１－３）－（３）に基づいて F limit=F current
×0.8とし、この時の漁獲量を ABC limitとした。また、F target=F limit×0.8とし、こ
の時の漁獲量を ABC targetとした。 

2005年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 720トン 0.8Fcurrent 0.077 6.9%

ABC target 580トン 0.8・0.8Fcurrent 0.061 5.6%

漁獲割合はABC／資源量、Ｆ値は各年齢の単純平均

ABCは10トン未満を四捨五入した値  

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合

2002 6,572 333 0.055 5.1%

2003 7,849 673 0.096 8.6%

2004 8,684

年は暦年、資源量は漁獲対象資源量  

 
（水準・動向） 

水準：低位    動向：増加 
 
１．まえがき 

キチジは、東北地方や北海道ではめぬけ類とともに「赤もの」と称され、総菜魚として

珍重されている。さらに、魚価も高いため漁獲対象として重要なものの１つである。しか

し、現在の漁獲量および CPUEは低い水準に留まっており、資源状態の悪いことは明らか
である。そのため、太平洋北部（沖合底びき網漁業の太平洋北区に相当し、北海道太平洋

側を含まない東北太平洋側の海域を指す）のサメガレイとともに、キチジについても資源

回復計画が策定され、平成 15年度からは保護区の設定により資源回復が試みられている。 
このような状況の中、キチジ資源に対する資源評価の精度向上が求められているものの、

キチジに関する生物学的・資源学的な知見は不足していた。そのため、トロールによる資

源量調査を導入して資源量の動向を経年把握するとともに、年齢査定による年齢別資源尾

数の推定等を行い、資源評価手法の精度を向上させるための調査を実施している。 

 























が改善し、今後、漁獲対象資源が増加すると推測される。漁獲を抑えることにより資源量

の増加を阻害させないことが重要であるため、漁獲率を現状以下に抑える必要がある。 
 
（２）ABCの算定 
 2005年１月時点の資源量推定には、加入量が増加した 2000年以降の年齢別資源尾数の
推移を用いた。10 月時点の年齢別資源尾数の推移をみると（表６－１）、１歳魚から翌年
の２歳魚になる際の平均生残率は 2.255になっていた。このことは、１歳魚の採集効率が
２歳魚以上より低いことを示している。また、２歳魚以上の生残率は 0.689～0.837 で安
定しており、２歳魚以上の平均生残率は 0.755であった。 
ここでは２歳魚以上の生残率 sを 0.755とし、M=2.5/λ=2.5/20=0.125として以下の計算

を行った。Z=-Ln(s)=0.281 であるので、２ヶ月後の生残率=exp(-z/6)=0.954 を 10 月時点
の資源尾数に乗じて翌年１月時点の資源尾数とした（表６－２）。ここで、漁獲物の体長組

成から１歳魚の漁獲は少ないと考えられることから、漁獲対象資源は２歳魚（２歳９ヶ月）

以上と仮定した。さらに、推定された 2004 年１月時点の資源尾数に生残率 0.755 を乗じ
て 2005 年の３歳魚以上の資源尾数を推定し、各年の成長曲線から求めた体長と体長－体
重関係により資源重量を求めた（表６－３）。なお、冬季の成長は悪いと考えられることか

ら、体長は 10 月時点のものを、５歳魚以上の体長は５歳魚のものを用いた。また、2005
年１月の２歳魚の資源尾数は 2004 年１月の１歳魚の資源尾数に 2.255 を乗じて求めた。
このようにして求めた漁獲対象の資源量は、先に示した全体の資源量よりやや低い値であ

ったが、実際の漁業では１歳は漁獲されていないことから、ABCの算定には漁獲対象資源
量を用いた。2005年の推定資源量をみると、2004年に比べて資源尾数はやや減少するが、
2000年級の成長に伴う重量増加により資源重量は増加すると推測された。 

 
表６－１．10月時点の年齢別資源尾数（千尾）．採集効率＝0.3
年齢 1995年10月 1996年10月 1997年10月 1998年10月 1999年10月 2000年10月 2001年10月 2002年10月 2003年10月

1+ 2,342 1,856 945 3,308 11,584 24,422 37,565 22,170 11,010
2+ 10,400 10,105 6,816 4,263 7,630 14,406 48,572 80,794 58,177
3+ 9,936 6,791 8,956 3,734 7,000 17,533 9,491 45,827 37,622
4+ 6,227 8,123 13,951 7,467 11,486 11,901 10,915 8,497 31,978
5+≦ 3,094 8,672 11,913 12,692 20,558 10,330 14,165 24,699 29,556
合計 31,999 35,548 42,581 31,465 58,258 78,592 120,707 181,987 168,342

表６－２．漁獲対象資源の１月時点の年齢別資源尾数および2005年の推定資源尾数（千尾）．
年齢 1996年1月 1997年1月 1998年1月 1999年1月 2000年1月 2001年1月 2002年1月 2003年1月 2004年1月 2005年1月

2+ 9,924 9,642 6,504 4,068 7,281 13,747 46,349 77,097 55,515 23,691

3+ 9,482 6,481 8,546 3,563 6,679 16,730 9,057 43,730 35,900 41,914

4+ 5,942 7,752 13,313 7,126 10,960 11,357 10,415 8,109 30,514 27,105

5+≦ 2,952 8,275 11,368 12,111 19,617 9,857 13,517 23,568 28,204 44,332

合計 28,299 32,150 39,731 26,868 44,538 51,691 79,338 152,504 150,133 137,041

表６－３．漁獲対象資源の１月時点の年齢別資源量および2005年の推定資源量（トン）．
年齢 1996年1月 1997年1月 1998年1月 1999年1月 2000年1月 2001年1月 2002年1月 2003年1月 2004年1月 2005年1月

2+ 564 350 222 125 216 531 1,601 1,617 858 366
3+ 1,180 493 630 245 466 1,584 727 2,205 1,535 1,792
4+ 1,220 980 1,656 842 1,347 1,889 1,455 738 2,534 2,251
5+≦ 854 1,517 2,068 2,117 3,605 2,413 2,789 3,289 3,757 5,906

3,817 3,340 4,576 3,329 5,633 6,417 6,572 7,849 8,684 10,315

F limit=現状の F×0.8および F target= F limit×0.8を用い、次式により E limitおよ
び E targetを求めた。ここで、漁獲率は漁獲割合と等しいと仮定した。 

 



2003年の漁獲割合E=0.086なので、E=e-M/2（１－e-F）を用いて現状のF=0.096となる。 
F limit=0.096×0.8=0.077とし、 
E=F/(F+M)×(1-e-(F+M))より、E limit=0.069となる。 
同様に、F target=F limit×0.8とすると、F target=0.061となり、 
E target=0.056となる。 

（F:漁獲死亡係数, M:自然死亡係数, E:漁獲率, λ:寿命, E limitとE target:許容漁獲率） 
 
 ABC limitは資源量×E limit、ABC targetは資源量×E targetとして計算した結果、
2005年の資源量に対して計算されるABC limitは 715トン、ABC targetは 576トンであ
った。 

2005年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 720トン 0.8Fcurrent 0.077 6.9%

ABC target 580トン 0.8・0.8Fcurrent 0.061 5.6%

漁獲割合はABC／資源量、Ｆ値は各年齢の単純平均

ABCは10トン未満を四捨五入した値  

 
（３）ABCの再評価 

表７．過去の管理目標・基準値、ABC（当初・再評価）のレビュー（量の単位はトン）
評価対象年（当初・再評価） 管理基準 資源量 ABC limit target 漁獲量

2003年（当初） 0.8Fcurrent(0.045) 8,090 345 277 －
2003年（2003年再評価） 0.8Fcurrent(0.061) 7,916 439 353 －
2003年（2004年再評価） 0.8Fcurrent(0.077) 7,849 544 439 673

2004年（当初） 0.8Fcurrent(0.061) 10,716 594 478 －
2004年（2004年再評価） 0.8Fcurrent(0.077) 8,684 602 485 －
注）漁獲量は暫定値。2003年再評価から、資源量は２＋以上の漁獲対象資源量。  

  
７．ABC 以外の管理方策への提言 

資源は増加傾向にあるものの、長期的に見れば低水準となっている。資源量を過去の水

準にまで回復させるためには、長期にわたって漁獲率を現状程度に維持していく必要であ

る。そのため、急激に漁獲圧を高めないことが重要である。近年、加入状況が改善し、資

源量の増加、特に小型魚の資源尾数の増加が認められている。キチジの場合、小型魚の魚

価は安く、取り残して成長させれば単価が急激に上昇する。このことから、漁獲開始年齢

を引き上げて資源を増加させることが最も重要と考えられる。 
 
８．引用文献 

深滝 弘  (1963). 太平洋北西部から採集されたキチジの浮性卵嚢．日水研報告 , 11, 
91-100. 

橋本良平 (1974). 東北海区漁場におけるマダラの食性と生息水深の変動に関する研究．東
北水研研報, 33, 51-66. 

服部 努 (1998). 東北太平洋岸沖におけるキチジの年齢と成長．GSK底魚部会報, 1, 3-10. 
濱津友紀・服部 努 (2002). キチジ（太平洋北海域）．漁場生産力変動評価・予測調査報

告書, 12-17. 

 



濱津友紀・服部 努 (2003). キチジ（太平洋北海域）．漁場生産力変動評価・予測調査報
告書, 12-19. 

濱津友紀・服部 努 (2004). キチジ（太平洋北海域）．漁場生産力変動評価・予測調査報
告書, 12-21. 

木下貴裕・國廣靖志・多部田 修 (1999). 標識放流に基づくオホーツク海南部におけるキ
チジの回遊．日水誌, 65, 73-77. 

北川大二・橋本 惇・上野康弘・石田享一・岩切 潤 (1995). 三陸沖深海域におけるキチ
ジの分布特性．海洋科学技術センター試験研究報告, 107-117. 

Koya, Y and T. Matsubara (1995). Ultrastructural observations on the inner ovarian 
epithelia of kichiji rockfish Sebastolobus macrochir with special reference to the 
production of gelatinous material surrounding the eggs. Bull. Hokkaido Natl. 
Fish. Res. Inst., 59, 1-17. 

Koya, Y., T. Hamatsu, and T. Matsubara (1995). Annual reproductive cycle and 
spawning characteristics of female kichiji rockfish Sebastolobus macrochir. 
Fisheries Sci., 61, 203-208. 

國廣靖志 (1995). オホーツク海のキチジの漁業と生態．その２．北水試だより, 29, 14-22. 
國廣靖志 (1996). オホーツク海で獲れた産卵中のキチジ（短報）．北水試研報, 48, 27-29. 
三河正男 (1952). 東北海区における底魚類の消化系と食性について．第１報キチジ．東北

水研研報, 1, 20-24. 
三河正男・伊藤勝千代 (1981). キチジの成熟と産卵について．GSK北日本底魚部会報, 16, 

42-52. 
Moser, H. G. (1974). Development and distribution of larvae and juveniles of 

Sebastolobus (Pisces; Familiy Scorpaenidae). Fish. Bull., 72, 865-884. 
田中昌一 (1960). 水産生物の Population Dynamicsと漁業資源管理．東海水研研報, 28, 

1-200. 
東北区水産研究所八戸支所 (1956). 東北海区の底魚．東北水研叢書, 6, 61-68. 
渡部俊広・渡辺一俊・北川大二 (2002). ズワイガニ類とキチジに対するトロール網の採集

効率（要旨）．東北底魚研究, 22, 32-33.  
 
 
 
 
 
 

 








